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第一に、単に利益だけでなく、心の満足も含む、その活動の実効があがっていること
してあげる・してもらうの関係から、それぞれが自立した対等の立場で
政府・企業・NPO・地域コミュニティが長短を補完しあい、全国民が全員参画している公共

政府と国民、制度設計側と執行者側のポイント

国民　執行者側
①自助と共助を前提に・・・公助はあったらもっけの幸いのメンタリティ

公助を前提とした活動との決別
②あくまでも実効を目的としたメンタリティ

ミッション遂行を目的に法人格を超えての
行政・企業・地域と柔軟なアライアンス

国民が先行し・・国民に政府が寄り添って制度を合わせていく関係

政府行政　制度設計側　(一元評価が目的化し実効につながらぬ制度を見直す)
①正しいマインドセットを促す制度設計

困っているから助成する→頑張っているところへ助成する
②自然な競争で質の向上を促す制度設計

組織より利用者への助成で供給者の競争による質の向上
③縦割り行政の隙間を埋める横断的活動を促進する制度設計

実効を妨げる要因についての相談窓口の開設

この活動をムーブメントに・・・産み落として、国民が育てていく風土の醸成
居場所と出番の創出から「社会が変わる自分で変える」
「人の役に立ってありがとうと言われる活動」
を楽しんで喜ぶ心の満足。国民へこの活動のビジョンを伝える
お金はいらない。国は国民を信頼し、褒めるだけ。
国は成功事例や阻害要因の情報を国民と共有する
不完全なものは、案ずるより国民が完全なものに変えていく
将来へのビジョンを提示し
阻害要因を除いていくのが政府の役目

政治が制度が世の中を変えるのではなくて
正しいマインドセットと自然な競争で人々の行動が変われば
必然的に世の中が変わるのだと思います


